
２０２０年９月１日 

日本原子力発電株式会社 

コンプライアンス委員会の設置及び開催について 

当社は、コンプライアンスの更なる推進を目的としたコンプライアンス委員会を

新たに設置し、本日、第 1回委員会を開催しました。 

本日の委員会では、コンプライアンスに関する今後の取組みをより一層効果的に

実施するための審議を行いました。また社外専門家から、他社における事例や判例

の紹介、幅広い経験や知識に基づく助言をいただきました。 

当社としては、これらの審議結果を踏まえ、コンプライアンスの更なる充実を図

ってまいります。 

〇添付資料：コンプライアンス委員会について 
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１．コンプライアンスに関する方針等
コンプライアンス委員会について
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２．コンプライアンス委員会の設置趣旨

• 従来、コンプライアンスについては内部統制に関する委員会の審議事項
の一つとしていたが、コンプライアンスの体制の強化のため、コンプラ
イアンスに特化した委員会を新たに設置する。

• コンプライアンス委員会はコンプライアンスを巡る最新の動向を把握す
ること、当社の取組み状況に対して、当社事業を踏まえつつ、社会一般
に照らした客観的な助言を社外の目線で得ることができるよう、社外専
門家が関与する仕組みとした。



３．コンプライアンス委員会の審議項目等

(1)審議項目
① コンプライアンスに関する事例。なお、単なる法令遵守だけではなく、
企業倫理違反や社会的常識から逸脱する行為その他地域や社会からの
信頼を損なう事項を対象とする。

② 上記①を踏まえた方針、体制及び行動指針の有効性並びに改善及び再
発防止対策

③ その他コンプライアンスに関する取組みに必要な事項

(2)構成員
社長、副社長、常務取締役 ／社外専門家／コンプライアンス担当／
資材契約担当／常勤の監査役／経営企画室長、総務室長、経理・資材
室長／その他委員長が必要と認めた者

(3)開催頻度
原則、年４回




